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市
道
下
荒
井
―
’
蕨
生
線

六
百
六
十
万
円
で
完
成
近
し

　

三
大
重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
る
道
路
網
の
整
備
拡

充
は
、
広
い
面
積
を
も
つ
当
市
の
実
質
的
な
距
離
を

短
縮
し
、
諸
産
業
発
展
の
基
に
な
る
。

昨
年
十
二
月
着
工
し
た
下
荒
井
－
蕨
生
線
は
完
成
も

間
近
で
あ
る
。

　

市
道
…
下
荒
＃
I
蕨
生
線
は
、

市
の
北
東
を
貫
通
す
る
重
要
路
線

で
総
工
費
六
百
六
十
四
万
一
千
円

延
長
三
千
二
百
九
十
六
米
、
幅
員

四
・
五
米
で
、
五
月
末
略
完
成
。

　

こ
の
幹
線
と
、
阪
谷
橋
（
柿
が

島
地
籍
）
御
給
木
落
橋
（
旧
上
庄

と
旧
富
田
を
結
ぶ
）
が
完
成
す
れ

ば
、
大
野
市
を
迂
回
す
る
に
は
も

っ
と
も
便
利
で
、
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
基
線
か
ら
農
道
、
林
道
が
結
ば

れ
、
農
用
水
路
が
出
来
、
農
林
業

の
機
械
化
と
諸
産
業
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
。
こ
れ
で
三
十
年
度
道

路
事
業
は
延
長
五
、
九
七
二
米
、

総
額
一
千
八
十
一
万
八
千
九
百
二

十
円
が
完
成
す
る
。

（写真は完成の市道＝下森口地籍）

今
月
の
行
李

一
日
（
金
）
靖
国
神
社
参
詣

　

（
遺
9
九
七
名
）
出
発

六
日
（
水
）
靖
国
神
社
参
詣

　

（
遺
族
四
2
名
）
出
発

上
旬
△
各
出
張
所
ご
と
に
腸

　

。
ク
フ
予
防
注
射
△
土
壌
分
司

　

総
合
一
川
整
△
大
野
地
に
結
核

　

予
防
注
射

十
目
（
日
）
時
の
記
念
日

十
二
目
（
火
）
戸
籍
事
務
研
究
会

　

（
小
山
出
張
所
）

十
三
日
（
水
）
越
美
北
線
起
工
式

中
旬
農
業
病
虫
害
防
除
打
合
会

二
十
一
一
日
（
金
）
特
別
清
掃
地
域

　

第
二
回
殺
虫
剤
散
布

下
旬
社
会
福
祉
事
業
大
会

　

定
例
市
議
会

越
美
北
線
起
工
式
に

吉
野
運
輪
大
臣
ら
来
市

　

宿
願
の
越
美
北
線
は
い
よ
い
よ
本
年
度
着
工
の
運
び
と
な
り

六
月
十
三
日
、
有
終
中
学
校
に
吉
野
連
輸
大
臣
、
大
野
伴
睦
衆

院
議
ほ
、
加
賀
山
之
雄
参
院
議
員
、
十
河
国
鉄
総
裁
ら
多
数
の

来
賓
を
迎
え
、
起
工
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ぼ
く
ら
は
青
空
の
子

季
節
保
育
所
各
地
で
好
評

　

田
園
都
市
の
農
繁
期
は
、
手
不

足
で
子
供
の
保
護
育
成
も
十
分
に

行
わ
れ
な
い
た
め
、
か
わ
い
い
子

供
達
は
い
つ
屯
危
険
に
さ
ら
さ
れ

が
ち
で
あ
る
。

　

こ
の
危
険
を
な
く
し
、
住
民
福

祉
の
向
上
と
地
方
産
業
の
増
進
を

図
る
た
め
に
既
報
の
と
お
り
苦
し

い
市
財
政
の
中
か
ら
も
本
年
は
季

節
保
育
所
の
増
設
が
計
画
さ
れ
、

現
在
既
に
各
地
区
で
開
設
さ
れ
て

い
る
が
、
（
多
い
地
区
で
は
七
ヵ

所
）
い
ま
は
そ
の
最
盛
期
で
、
農

家
の
人
達
か
ら
大
い
に
喜
ば
れ
て

い
る
。

　

年
々
増
え
る
保
育
所
と
収
容
人

員
は
た
の
も
し
い
。
以
下
は
五
月

二
十
五
日
、
阪
谷
地
区
の
季
節
保

育
所
を
池
田
市
助
役
一
行
が
視
察

し
た
と
き
の
一
問
一
答
。

　

（
④
印
は
市
助
役
、
×
印
は

保
母
さ
ん
）

　

④
何
才
か
ら
来
て
い
ま
す
か

×
二
才
の
子
供
も
来
て
い
ま
す

　

④
毎
日
世
話
が
御
苦
労
さ
ん

　

で
す
ね
。

×
五
月
十
日
か
ら
始
め
て
い
玄

す
が
、
今
で
は
よ
く
慣
れ
て
大
変

喜
ん
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

（
ｔ
）
何
時
か
ら
何
時
頃
ま
で
で

　

す
か
。

×
早
い
子
は
七
時
半
ま
来
ま
す

午
後
は
四
時
頃
学
校
の
子
供
と
一

緒
に
帰
り
ま
す
。

　

④
親
迅
は
ど
の
よ
う
に
云
っ

　

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

×
大
変
行
儀
が
良
く
な
っ
て
来

た
こ
と
が
目
立
ち
ま
す
し
、
保
育

所
へ
出
し
た
子
は
学
校
で
も
早
く

慣
れ
て
良
い
と
云
わ
れ
て
い
ま
す

「
六
訊
」
師
高
原
へ
遠
足
の
園
9
達
）

五月議会の

あしどり

▼
十
二
、
二
十
一

目
＝
文
教
委
員
会
、

上
庄
中
学
校
統
合
に

つ
い
て

▼
二
十
六
日
＝
商

工
委
員
会
、
市
祭
行
事
打
会

風
見
鶏

　

最
近
、
観
光
バ
ス
が
非
常
に
立

派
に
な
っ
て
来
て
、
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
色
と

り
ど
り
の
大
型
観
光
バ
こ

り
と
並
び
、
華
や
か
な
光
景
を
展

開
ヽ
し
て
い
る
。
昔
な
ら
定
期
バ
ス

を
利
用
す
る
の
が
関
の
山
で
、
1

通
は
歩
い
た
も
の
だ
が
、
今
で
は

ラ
ジ
オ
を
き
い
た
り
、
ノ
ド
自
慢

を
し
て
い
れ
ば
目
的
地
に
つ
い
て

し
ま
う
▽
先
月
下
旬
、
ツ
ツ
ジ

が
咲
き
そ
ろ
っ
た
六
呂
師
高
原
に

観
光
客
が
殺
到
し
て
、
開
び
や
く

以
来
の
盛
況
を
見
せ
私
達
を
驚
か

せ
た
が
、
そ
の
上
に
も
う
一
つ
驚

い
た
事
が
あ
る
。
六
呂
師
へ
来
た

記
念
品
の
っ
も
り
か
ど
う
か
は
分

ら
な
い
が
、
ツ
ツ
ジ
を
折
っ
て
持

ち
帰
る
人
が
実
に
多
か
っ
た
事
だ

五
人
に
一
人
位
の
割
合
で
枝
を
も

っ
て
い
る
。
新
聞
に
よ
る
と
二
十

日
に
は
約
五
千
人
の
人
が
出
た
そ

ら
が
か
ら
、
こ
の
日
一
日
で
千
本

の
枝
が
折
ら
れ
た
勘
定
に
な
る
。

中
に
は
一
抱
え
も
束
に
し
て
か
つ

い
で
い
る
お
嬢
さ
ん
も
あ
っ
た
。

当
分
の
間
の
お
花
の
材
料
を
仕
入

れ
た
っ
も
り
か
も
知
れ
な
い

ｖ
以
前
、
生
花
の
お
弟
子
さ
ん
が

集
団
で
切
り
に
来
た
と
か
、
あ
る

人
は
人
夫
を
つ
れ
て
、
オ
ー
ト
Ξ

輪
に
の
っ
て
、
掘
り
起
し
に
来
た

と
か
聞
い
て
い
る
。
▼
盗
ん
だ

花
を
活
け
た
り
、
庭
に
植
え
て
楽

し
い
間
は
全
く
正
気
の
沙
汰
で
な

い
。



※
心
に
も
人
に
も
恥
じ
な
い
こ
の
一
票
※
済
い
一
票
が
明
る
い
生
活
を
築
く

大
切
な
同
選
挙
人
名
簿
〃

　
　
　

参
院
選
を
控
え
て
の
心
得

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
七
月
初

旬
頃
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
あ
ら

か
じ
め
次
の
事
項
を
十
分
心
得
て
、

投
票
日
に
は
国
民
と
し
て
の
義
務
を

棄
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

一
、
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て

　

公
正
明
朗
な
選
挙
を
行
う
に
は
選

拳
人
名
簿
が
大
切
で
す
か
ら
、
自
分

の
名
が
名
簿
洩
れ
の
な
い
様
お
互
い

に
注
意
し
ま
し
よ
う
。
近
く
各
区
長

さ
ん
を
通
じ
「
禰
充
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
に
つ
い
て
」
の
通
知
を
し

ま
す
か
ら
、
も
し
洩
れ
て
い
る
方
は

申
請
1
て
下
さ
い
。

　

選
挙
期
日
が
ま
だ
確
定
し
な
い
の

で
、
年
齢
等
の
算
定
が
1
し
く
分
り

ま
せ
ん
が
、
大
体
次
の
方
が
あ
て
は

ま
り
ま
す
。

1
昭
和
三
十
一
年
六
月
中
旬
（
十

八
日
頃
）
で
年
齢
満
二
十
歳
に
な
る

方
。
（
即
ち
昭
和
十
一
年
六
月
十
九

日
頃
生
れ
ま
で
）

2
昭
和
三
十
一
年
三
月
中
旬
以
前

よ
り
大
野
市
へ
移
住
さ
れ
、
現
在
引

続
き
住
居
を
有
す
る
方

ろ
基
本
選
挙
人
名
簿
（
昭
和
三
十

年
九
月
十
五
日
現
在
調
成
）
に
登
録

洩
れ
の
方

　

な
お
最
近
市
内
へ
移
住
さ
れ
た
方

は
前
住
所
に
登
録
し
て
あ
り
ま
す
か

ら
お
調
べ
下
さ
い
。

二
、
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

選
挙
の
当
日
止
む
を
得
な
い
用
務

の
た
め
市
外
に
旅
行
叉
は
滞
在
中
の

方
、
あ
る
い
は
疾
病
、
負
傷
、
娘
姓

不
具
、
若
く
は
産
梅
に
あ
る
た
め
歩

行
が
著
1
く
困
難
な
方
は
、
そ
の
事

由
に
因
り
、
選
挙
の
当
日
自
ら
投
票

所
に
行
っ
て
投
票
を
す
る
事
が
出
来

な
い
旨
の
証
明
書
（
事
業
主
、
会
社

官
公
署
の
長
及
び
医
師
、
助
産
婦
等

の
証
明
）
又
は
本
人
の
そ
明
書
（
辨

明
書
）
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
選
挙
の
前

日
ま
で
に
市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
出
で
下
さ
い
。
（
投
票
時
間

は
毎
日
午
前
八
時
半
よ
り
午
後
五
時

ま
で
で
す
）
な
お
指
定
病
院
に
入
院

中
の
方
は
そ
の
病
院
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
ら
、
病

長
院
（
不
在
者
投
票
管
理
者
）
に
申

出
て
下
さ
い
。
大
野
市
の
指
定
病
院

は
尾
崎
病
院
の
み
で
す
。

　

そ
の
他
選
挙
の
順
序
等
詳
し
い
事

に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
り
玄
し
た

c
C
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

住
民
登
録
は
あ
な
た

の
身
分
を
保
障
す
る

　

印
鑑
証
明
、
配
給
台
帖
、
選
挙
人

名
簿
、
新
入
学
児
童
の
通
知
、
伝
染

病
予
防
注
射
等
の
通
知
は
住
民
登
録

合
帖
が
基
礎
に
な
り
玄
す
か
ら
、
同

一
町
内
で
異
動
し
た
場
合
で
も
、
必

ず
住
所
変
更
届
を
し
て
下
さ
い
。

座扇 ②

案
外
少
い
記
帳
農
家

発
展
は
分
析
、
反
省
か
ら

　

各
睡
業
態
の
経
営
を
診
断
す
る
場

合
、
い
ろ
い
ろ
な
簿
記
記
帖
が
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
農
業
の
場
合
も
亦

同
じ
で
あ
る
。
大

野
地
区
が
、
旧
村

部
の
三
四
一
四
〇

％
に
比
べ
て
二
五

―
三
一
％
で
記
帖

農
家
の
少
い
こ
と

は
、
経
営
改
善
に

関
す
る
熱
意
が
薄

い
と
云
っ
て
は
い

け
な
い
だ
ろ
う
か

　

グ
ー
フ
フ
は
実
数
を
記
し
た
の
で
判

り
難
い
点
も
あ
る
が
、
一
町
五
反
I

E満
も
か
な
り
多
い
。
し
か
し
作
業
日

誌
に
つ
い
て
の
み
浙
察
す
る
と
、
経

営
反
別
に
比
例
し
て
多
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
専
業
兼
業
別
に
っ

い
て
も
云
え
る
の
で
、
記
帖
総
数
は

第
二
種
兼
業
が
最
も
多
く
、
専
業
と

第
一
種
兼
業
は
ほ
ぼ
E
敵
し
て
い
る

　

作
業
日
誌
だ
け
に
つ
い
て
考
え
る

と
や
は
り
専
業
が
多
い
。
つ
ま
り
農

業
経
営
改
善
の
意
欲
は
、
耕
作
反
別

が
大
き
く
専
業
の
も
の
が
強
く
、
生

計
改
善
に
つ
い
て
は
耕
地
の
少
い
第

二
積
兼
業
の
も
の
が
深
い
閔
心
を
持

っ
て
い
る
。

　

記
帖
農
家
が
少
い
こ
と
は
現
状
維

持
的
で
近
代
化
へ
の
目
覚
め
が
な
く

農
業
従
事
者
に
進
歩
的
な
青
年
層
を

飲
き
消
極
的
な
婦
人
と
老
年
者
が
多

い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
た
だ
こ

の
グ
ー
フ
フ
だ
け
で
は
記
帖
結
果
が
ど

の
よ
う
に
分
析
さ
れ
、
そ
の
検
討
診

断
が
現
実
の
改
善
に
ど
う
反
映
さ
れ

て
い
る
か
は
判
ら
な
い
。

　

新
し
い
進
歩
を
生
み
出
す
た
め
に

は
記
帖
し
分
析
し
反
省
し
て
こ
そ
意

義
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
漫
然

と
記
帖
す
る
だ
け
で
は
興
味
も
薄
い

し
、
御
利
益
が
な
い
だ
け
に
永
続
し

難
い
。

　
　
　
　

（
1
及
事
務
所
＝
浦
井
）

政弘恥認

③
延
滞
金
な
ど
の
減
免

　

前
号
で
延
滞
金
、
延
滞
加
算
に
つ

い
て
概
要
を
述
べ
た
が
、
税
法
は
納

税
者
の
立
場
を
考
慮
し
て
、
特
別
の

場
合
に
限
り
延
滞
金
な
ど
の
減
免
を

規
定
し
て
い
る
か
ら
次
に
記
そ
う
。

（
一
）
納
税
者
ま
た
は
特
別
徴
収
義

務
者
が
、
そ
の
資
産
に
つ
い
て
震
災

風
水
害
、
落
雷
、
火
災
、
も
し
く
は

こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
を
受
け
、
玄

た
は
そ
の
資
産
を
盗
ま
れ
た

と
き
、
納
税
者
ま
た
は
そ
の

家
族
が
疾
病
に
か
か
っ
た
と

き
、
事
業
を
廃
止
、
玄
た
は

休
止
し
た
と
き
、
事
業
に
つ

い
て
は
甚
大
な
損
失
を
受
け

た
と
き
、
徴
収
金
の
徴
収
猶

予
を
申
請
し
許
可
が
あ
っ
た

場
合
、
室
た
は
、
司
脱
徴

収
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
滞
納
処
分
の
執
行
を
停
止
し
た
場

合
、
こ
の
税
額
の
延
滞
金
お
よ
び
延

滞
加
算
金
は
、
徴
収
猶
予
玄
た
は
停

止
し
た
期
間
中
こ
れ
ら
の
部
分
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
減
免
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
ニ
）
前
記
以
外
の
場
合
、
延
滞
金

お
よ
び
延
滞
加
算
金
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
次
の
よ
う
な
理
由

が
あ
る
と
き
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
場

合
は
減
免
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を

添
付
し
た
申
請
書
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

①
水
、
火
災
の
災
害
に
遭
遇
し
納

税
資
金
の
調
達
が
困
難
と
な
っ
た
と

き
。
⑦
納
税
者
が
死
亡
し
法
令
に
よ
り

身
体
の
拘
束
を
受
け
た
場
合
、
外
に

納
税
事
務
を
す
る
者
が
な
い

事
由
で
滞
納
に
な
っ
た
と
き

③
解
散
し
た
法
人
お
よ
び

破
産
の
宣
告
を
受
け
た
者
で

事
情
や
む
を
得
な
い
も
の
。

④
賦
課
の
誤
に
よ
り
調
査

中
の
も
の
。

④
前
各
号
と
の
権
衡
上
市

長
に
お
い
て
減
免
の
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
。

　

以
上
の
皐
由
が
あ
り
、
且
つ
減
免

の
申
請
書
が
出
さ
れ
て
い
る
延
滞
税

額
に
対
し
、
延
滞
金
お
よ
び
延
滞
加

算
金
は
減
免
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
市
税
の
納
期
が
経
過
し

て
し
ま
い
、
こ
れ
ら
の
減
免
申
請
書

も
出
さ
ず
に
あ
と
で
係
り
を
て
こ
ず

ら
せ
な
い
よ
う
に
お
し
ら
せ
す
る
。

人
争

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
勉

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
哲
雄

消
防
士
に
任
じ
消
防
署
勤
務
を
命
ず

る

　
　

五
月
十
六
日
付

　
　

教
育
委
員
会
盛
川
求

願
に
依
り
職
務
を
免
ず
る

　
　

五
月
十
一
日
付

五
箇
公
民
舘
職
員
川
瀬
美
津
子

大
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局
教
員
を

命
ず
る

　
　

五
月
七
目
付

　

県
農
業
会
議
員
に
林
氏

　

五
月
八
日
、
市
役
所
で
大
野
市
豊

業
委
員
会
代
表
者
会
議
を
開
い
て
、

同
委
員
会
の
会
長
に
森
広
治
兵
衛
氏

を
、
県
農
業
会
議
員
に
林
二
見
氏
を

決
め
た
。
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ま
ず
環
境
の
浄
化

青
少
年
問
題
協
議
会
乗
り
だ
す

　

大
野
市
青
少
年
問
題
協
議
会
は
、

五
月
十
六
日
午
後
一
時
、
寺
町
円
立

寺
に
集
ま
り
、
五
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
青
少
年
保
護
育
成
月
間

に
因
ん
で
、
市
内
青
少
年
を
犯
罪
か

ら
守
り
、
明
る
く
す
こ
や
か
に
育
て

る
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か

・
を
討
議
し
た
結
果
、
青
少
年
犯
罪
の

殆
ど
は
悪
環
境
の
影
響
に
よ
る
こ
と

・
を
指
摘
し
、
環
境
の
浄
化
を
本
年
度

　

の
実
践
事
項
に
決
定
し
、
そ
の
研
究

　

は
次
の
八
名
の
専
門
委
員
が
こ
れ
に

　

あ
た
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

　

中
村
奥
衛
。
猪
島
逸
男
、
萩
野
芳

　

霖
、
堀
福
子
、
松
蔭
旭
、
永
井
鈴

　
　

　

馬
、
土
谷
好
文
、
岡
本
公
生
の
各
氏

八
エ
・
蚊
の
い
な
い

モ
デ
ル
部
落
に

　

五
十
五
万
円
の
予
算
で
、
わ
れ
わ

れ
の
周
囲
か
ら
疾
病
の
原
因
を
取
り

除
き
、
健
康
で
住
み
ょ
い
明
る
い
大

野
市
を
き
ず
き
あ
げ
る
目
的
で
フ

エ
や
蚊
の
い
な
い
」
こ
7
ル
部
落
を

次
の
と
お
り
指
定
し
徹
底
し
、
薬
剤

の
散
布
を
行
っ
た
。

乾
側
地
区
尾
永
見

下
庄
〃
庄
林
、
太
田
、
酉
大
月

小
山
〃
新
庄
、
阿
難
相
地
頭
方

上
庄
〃
稲
郷
、
中
村
町

富
田
″
森
目
、
新
河
原
、
土
布

　
　
　
　
　

子

阪
谷
〃
芸
道

五
箇
〃
西
勝
原
、
東
勝
原

駆
除
に
は
今
が
適
期

　

蚊
と
－
I
を
駆
除
す
る
に
は
今
が

適
期
で
す
。
一
匹
の
ハ
I
や
蚊
が
三

千
万
個
の
I
キ
リ
菌
や
セ
キ
リ
菌
を

持
っ
て
い
る
と
云
う
。
一
匹
の
ハ
I

が
二
百
佃
の
卵
を
産
み
、
二
十
日
で

ハ
I
に
な
り
、
二
百
個
の
卵
を
産
む

全
市
民
が
心
を
合
せ
て
、
蚊
と
ハ
I

の
い
な
い
美
し
い
大
野
市
に
し
よ
う

外
地
引
揚
者
へ
お
願
い

　

外
地
で
召
集
さ
れ
た
者
以
外
の
軍

人
、
ま
た
は
軍
属
を
除
く
外
の
外
地

引
揚
者
は
民
生
課
へ
六
月
十
日
～
十

五
日
迄
に
次
の
こ
と
を
届
て
下
さ
い

　

一
、
引
揚
者
の
氏
名
一
、
生
年

　

月
日
一
、
本
籍
地
一
、
現
住

　

所
一
、
そ
の
他

大
野
地
R
一
国
保

再
開
の
き
ざ
し

　

病
上
手
の
諺
の
と
お
り
、
わ

れ
わ
れ
の
日
常
生
活
は
、
い
っ

病
気
や
怪
我
が
お
き
る
か
判
り

ま
せ
ん
。
こ
の
不
安
を
解
消
し

明
る
く
栗
し
く
暮
し
て
戴
く
た

め
に
、
大
野
地
区
市
議
会
議
員

の
方
に
五
月
二
十
八
日
、
市
役

所
に
お
集
り
願
い
協
議
の
結
果

早
急
に
大
野
地
区
国
保
を
再
開

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

近
く
区
長
会
、
医
師
会
お
よ
び

関
係
同
体
の
会
合
を
開
い
て
実

施
の
方
法
等
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
、
再
開
に
明
る
い
見
通

し
が
っ
い
た
。

　

旧
大
野
町
の
国
保
の
再
開
は
市
制

実
施
の
時
の
条
件
に
な
っ
て
い
た
。

合
併
し
て
五
年
内
に
全
地
区
に
国
保

事
業
が
実
施
さ
れ
な
い
と
従
来
実
施

の
他
地
区
も
法
令
の
定
め
に
よ
り
休

止
せ
ざ
る
を
え
ぬ
の
で
、
こ
の
機
に

皆
さ
ん
の
御
協
力
で
一
日
も
早
く
実

施
出
来
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
困
窮
者
へ
愛
の
手

更
正
資
金
の
貸
付

　

生
活
困
窮
者
の
自
立
更
正
を
図
り

被
保
護
者
と
な
ら
な
い
よ
う
生
活
指

一
導
と
援
助
を
な
す
た
め
に
、
市
は
二

十
万
円
を
市
内
居
住
の
（
第
三
国
人

を
除
く
）
生
活
困
窮
者
に
貸
付
け
、

全
市
民
が
お
互
に
明
る
い
生
活
が
出

来
る
よ
う
に
計
ら
っ
て
い
る
。

◇
貸
付
方
法
一
世
帯
に
対
し
一
万

　

円
以
内

◇
償
還
方
法

◇
利
子
年
三
分

◇
六
ヵ
月
以
内
、
月
賦
償
還

◇
一
人
の
保
証
人
が
必
嬰

◇
申
込
‥
‥
‥
六
月
一
日
か
ら
民
生
課
で

　

受
付
。

カンヅメを

買う時は？

僑
z
巾 f
F

そ

①
検
査
証
紙
の
貼
っ

て
あ
る
も
の
、
室
た
は

一
流
製
造
業
者
の
も
の
を
選
ぶ
。

②
レ
ッ
テ
ル
に
品
名
、
添
加
物
、

量
目
、
製
造
業
者
を
記
入
し
て
あ
る

③
耀
が
ゆ
が
ん
だ
り
、
錆
の
つ
い

た
も
の
は
さ
け
る
事
。

④
賜
の
蓋
と
底
が
幾
分
凹
ん
で
叩

け
ば
カ
ン
カ
ン
と
澄
ん
だ
音
が
す
る

◆
賜
の
製
造
年
月
日
の
読
み
方

　
　
6
ろ
2
0
な
ど
と
書
い
て
あ
る
が
。

　

一
字
目
は
西
歴
の
最
終
文
字
を
示
し

て
あ
り
、
次
は
月
、
そ
の
次
は
日
を

現
わ
し
て
あ
り
ま
す
。
一
月
か
ら
九

月
ま
で
は
数
字
で
示
し
十
月
は
〇
、

十
一
月
は
Y
、
十
二
月
は
Z
で
現
わ

し
て
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
6
ろ
2

0
は
一
九
五
六
年
三
月
二
〇
日
で
あ

り
ま
す
。

⑩
－
β
動いる明の民市

産
業
基
礎
技
術
の
訓
練

富
田
中
学
校

全
般
的
な
学
力
向
上
を
図
り
っ
つ

個
人
の
性
格
を
生
か
し

地
域
的
産
業
教
育
を
身

に
っ
け
実
社
会
で
産
栄

人
と
1
て
立
派
に
活
動
・

で
き
る
知
識
と
技
術
の

陶
冶
を
は
か
つ
て
い
る

富
田
中
学
で
は
、
新
学

期
を
迎
え
、
愈
々
本
格

的
に
乗
り
出
し
た
。

　

昭
和
二
十
六
年
六
月

十
一
日
産
業
教
育
振
興

法
が
、
二
十
七
年
に
同

施
行
法
が
制
定
さ
れ
る

や
、
い
も
早
く
富
田
地

区
P
T
A
で
は
、
こ
の
重
湖
性
を
認

識
し
て
、
地
域
的
雌
業
振
興
に
役
立

つ
合
固
的
な
生
産
技
能
を
習
得
す
る

施
設
の
充
実
に
当
っ
て
き
た
。

　

五
月
十
一
日
午
後
、
同
佼
を
訪
ね

斎
蒜
校
長
先
生
、
朝
田
先
生
の
案
内

で
産
業
教
室
に
入
る
と
、
精
粉
、
製

麺
の
実
習
中
で
あ
り
、
精
粉
機
か
ら

は
白
い
雪
の
よ
う
な
粉
が
、
製
麺
機

か
ら
は
白
い
毛
糸
の
よ
う
な
ウ
ド
ン

が
す
る
す
る
と
出
京
あ
か
っ
て
い
く

傍
の
温
場
で
は
耕
耘
機
の
☆
が
聞
こ

え
、
山
羊
舎
、
養
鶏
舎
等
も
立
並
ん

で
い
る
。

　

主
な
設
備
で
は
製
粉
機
、
製
麺
機

製
讃
許
、
万
能
調
理
機
、
万
能
木
工

機
、
自
硝
釦
、
製
繩
機
、
そ
の
他
が

設
備
さ
れ
て
い
て
、
実
習
地
で
と
れ

た
生
産
物
は
備
付
の
器
具
で
加
工
さ

れ
、
製
品
化
す
る
一
環
作
業
は
実
に

恵
ま
れ
た
教
育
施
設
で
あ
る
。

　

昨
年
、
文
部
省
の
産
業
教
育
指
定

校
に
指
定
を
受
け
た
が
、
今
後
更
に

教
育
の
充
実
に
当
っ
て
名
実
と
も
に

恥
じ
な
い
冨
中
に
し
た
い
と
張
り
切

る
先
生
方
と
、
次
代
を
背
負
う
近
代

社
会
建
設
の
意
欲
に
燃
え
て
い
る
生

徒
の
姿
も
頼
も
し
く
見
ら
れ
た
。

　

（
写
真
は
ウ
ド
ン
加
工
実
習
中
の

　

生
徒
た
ち
）

ブ
ラ
ジ
ル

移
民
の
募
集

　

県
で
は
青
年

の
ブ
ー
フ
ジ
ル
移

民
を
募
集
し
て

い
る
。
希
望
者
は
六
月
三
十
日
ま
で

に
市
役
所
農
務
課
、
ま
た
は
各
出
張

所
、
各
農
業
協
同
組
合
へ
間
合
せ
て

下
さ
い
。

わ
た
し
の
た
の
し
み

こ
だ
ま

　

当
地
方
懸
案

の
越
美
北
線
が

愈
々
着
工
さ
れ

る
事
に
な
り
、
心
か
ら
喜
ん
で
い
る

一
人
で
す
。
こ
の
線
は
福
井
市
か
ら

岐
1
県
白
鳥
町
、
郡
上
八
幡
、
岐
阜

を
経
て
名
古
屋
に
続
く
重
要
な
線
で

そ
の
竣
功
の
一
日
も
早
か
ら
ん
事
が

ま
た
れ
る
わ
け
で
す
が
こ
の
線
の
開

通
す
る
事
に
よ
っ
て
、
一
部
商
工
業

者
や
巡
輸
業
者
に
は
多
少
の
犠
牲
が

あ
る
事
屯
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

際
、
百
年
の
大
計
に
立
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
々
々
で
新
し
い
事
態
に

対
処
す
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
野
盆
地
の
中
央
を
貫
く
こ
の
鉄

道
で
、
各
種
の
産
物
は
時
を
移
さ
ず

都
会
に
送
ら
れ
、
叉
、
都
会
の
新
し

い
文
化
の
息
吹
き
は
休
み
な
く
奥
越

の
地
へ
吹
き
こ
ま
れ
る
事
で
し
ょ
う

　

私
達
は
こ
の
プ
ー
フ
ン
に
積
極
的
な

協
力
を
し
、
い
っ
迄
も
、
小
さ
い
事

な
か
れ
主
義
を
に
ぎ
り
こ
ん
で
い
な

い
で
、
み
ん
な
で
手
を
く
ん
で
完
成

を
早
め
た
い
も
の
で
す
。

　

大
野
市
制
と
越
美
北
線
開
通
。

こ
の
一
一
大
慶
事
を
私
の
老
後
の
楽
し

み
と
想
い
出
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　

（
旭
区
高
木
辰
之
助
）

※
今
月
の
市
税
市
民
税
第
一
期
納
期
二
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で



※
完
納
で
明
る
い
わ
が
家
わ
が
大
野

長近公まつり

県
民
柔
道
大
会
や

チ
ン
ド
ン
屋
コ
ン
ク
ー
ル

　

昨
年
か
ら
例
祭
と
し

て
行
わ
れ
る
長
近
公
ま

つ
り
、
今
年
の
計
画
は

次
の
と
お
り
予
定
さ
れ
た
。

六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
一
日
ま

で
、
の
ど
自
慢
予
選
（
尽
）
夜
汲

才
、
各
地
区
と
も
。

七
月
一
日
表
彰
式
長
近
公
銅
像

建
設
二
周
年
祭
県
民
柔
道
大
会

七
月
二
日
全
国
チ
ン
ド
ン
屋
ユ

ン
タ
ー
ル
、
尽
商
店
広
告
行
列
、

夜
お
ど
り
大
会
、
民
よ
う
大
会
。

七
月
三
日
長
近
公
大
名
行
列
、

カ
ー
ユ
バ
ル
ま
つ
り
、
の
ど
自
慢

決
勝
、
俳
句
大
会

六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
三
日
ま

で
の
行
事
中
を
主
題
と
し
た
撮
影

大
会

第四回県民

柔道大会辿る

　

第
四
回
県
民
柔
道
大

会
は
、
選
手
三
百
名
を

迎
え
、
七
月
一
日
午
前

九
時
か
ら
有
終
中
学
校

講
堂
で
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

◆
試
合
方
法
一
般
、
高
校
団
体
戦

　

県
選
手
権
争
奪
個
人
戦

令
主
催
大
野
市
、
大
野
市
教
育
委

　

員
会
、
県
柔
道
連
盟

◆
後
援
県
教
育
委
員
会
、
警
察
木

　

部
、
高
等
学
校
体
育
連
盟
、
県
市

　

体
育
協
会
、
福
井
新
聞
社

芦
原
町
の
罹
災
者
へ

2
6
万
円
と
衣
類
な
ど

　

芦
原
町
の
罹
災
者
に
対
し
て

義
損
金
の
募
集
を
行
い
、
市
民

各
位
か
ら
種
々
御
配
慮
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
、
二
十
六
万
六

千
六
百
三
十
四
円
と
衣
類
等
が

沢
山
集
ま
り
、
五
月
十
九
日
民

生
課
長
が
芦
原
町
長
さ
ん
に
届

け
ま
し
た
。

恵
ま
れ
な
い
子
ら
に

南
部
孝
三
さ
ん
の
美
挙

　

五
月
五
日
、
子
供
の
日
に
、
大
野

三
番
下
、
南
部
孝
三
さ
ん
は
日
の
出

善
隣
館
、
母
子
寮
、
大
野
保
育
所
、

和
光
園
に
い
る
二
七
一
名
の
方
に
、

サ
イ
ダ
ー
、
ラ
ム
ネ
、
ミ
カ
ン
水
な

ど
二
本
ず
つ
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
で
六

年
間
連
続
の
美
挙
で
あ
る
。

危
い
小
羽
板

杉
皮
ぶ
き

　

去
る
日
の
芦

原
町
大
火
は
、

火
元
か
ら
開
花

亭
の
小
羽
板
ぶ
き
の
納
屋
に
飛
火
し

た
た
め
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
も
相
当
、
小
羽
板
ぶ
き
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
口
も
早
く
ふ

き
替
え
し
て
、
防
火
に
御
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
消
防
署
）

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

賓
慶
寺
は
曹
洞
宗
の
古
い
寺

永平寺の開山道元禅師の徳を慕って、来朝し

た宋の高僧寂円禅師を開山とする宝慶寺は、

霊峰銀杏峯の麓に、弘安元年（今から約六八

〇年前）に建てられた。日本曹洞宗第二道場

として名高く、禅師の称号を賜わった前永平

寺貫主鈴木天山師が住職を勤められた有名な

寺で、京福大野駅から約十粁、バスの便あり

灘樹如吠拓

水
戸
浪
士
事
愛

（完）

道
案
内
は
竹
田
貞
蔵

　

武
田
耕
雲
斎
が
千
有
余
人
の
大
兵

を
連
れ
、
蝿
帽
子
峠
を
越
え
、
秋
生

中
島
を
経
、
笹
俣
峠
を
突
破
し
、
木

本
村
に
宿
営
し
た
こ
と
は
既
に
の
べ

た
が
、
何
ぞ
は
か
ら
ん
、
そ
の
中
に

大
野
藩
士
が
I
人
加
つ
て

い
た
。

　

竹
田
貞
蔵
と
云
う
人
で

あ
る
。
う
そ
の
よ
う
な
木

当
の
話
で
、
こ
れ
に
は
二

つ
の
理
由
が
あ
る
。

　

一
つ
は
彼
の
性
格
思
想

か
ら
来
て
い
る
。
彼
は
当

時
の
幕
政
に
つ
き
不
満
を
持
ち
、
討

幕
を
考
え
て
い
た
。
今
一
つ
の
理
由

は
家
庭
的
に
不
満
が
あ
っ
た
。
貞
蔵

は
竹
田
9
五
郎
の
三
男
で
、
同
藩
の

松
崎
百
太
郎
の
養
子
と
な
っ
た
。
所

が
養
家
の
娘
は
不
倫
不
貞
で
、
時
に

貞
蔵
を
毒
殺
せ
ん
と
く
わ
だ
て
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
貞
蔵
は
こ
れ
に
憤
慨

し
、
養
家
を
と
び
出
し
江
戸
へ
と
高

跳
し
た
。

　

時
に
水
戸
の
武
田
耕
雲
斎
が
剣
を

よ
く
す
る
志
士
を
募
っ
て
い
た
。
貞

蔵
は
若
い
時
よ
り
剣
に
つ
い
て
は
相

当
の
腕
前
を
持
っ
て
い
た
の
で
こ
の

事
を
聞
く
や
直
に
こ
れ
に
応
募
し
採

用
さ
れ
た
。
こ
れ
が
文
久
二
年
五
月

で
、
耕
雲
斎
が
勤
王
の
旗
を
あ
げ
攘

夷
を
目
論
ん
で
い
た
最
中
で
あ
る
。

貞
蔵
は
此
所
に
て
修
業
す
る
こ
と
二

ヵ
年
耕
雲
斎
の
信
任
最
も
篤
か
っ
た

　

い
よ
い
よ
元
治
元
年
耕
雲
斎
は
京

都
に
上
り
攘
夷
の
大
策
を
実
行
せ
ん

と
し
た
の
で
、
貞
蔵
は
率
先
こ
れ
に

～
劃
し
、
信
州
の
志
士
宮
尾
民
之
助

と
共
に
道
案
内
か
た
が
た
偵
察
を
引

受
け
た
。
殊
に
美
濃
、
越
前
の
案
内

役
偵
察
方
は
貞
蔵
一
人
で
引
受
け
た

途
中
幾
多
の
難
関
も
あ
っ
た
が
、
討

払
い
切
払
い
、
漸
く
に
し
て
大
野
郡

木
本
村
ま
で
乗
込
ん
だ
。

　

然
し
そ
れ
と
知
っ
た
大
野
藩
は
捕

吏
の
手
で
捕
え
、
四
番
町
の
牢

獄
に
投
じ
た
。
訊
間
数
度
に
及
ん
だ

が
「
道
案
内
者
は
竹
田
な
り
」
答
と

え
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

耕
雲
斎
一
族
四
百
余
人
は
敦
賀
で

斬
ら
れ
た
が
、
貞
蔵
は
慶
応
元
年
九

月
江
戸
に
護
送
せ
ら
れ
、
同
年
十
月

」
一
十
一
一
日
獄
裡
に
没
し
た
。
時
に
三

十
一
才
。

　

当
時
大
野
で
は
彼
を
逆
賊
と
し
、

市
民
は
子
女
訓
戒
の
資
と
し
て
「
貞

蔵
の
如
き
不
忠
不
孝
者
に
な
る
な
」

と
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
誤
り
も
甚

し
い
こ
と
で
、
貞
蔵
は
曾
て
大
野
丸

の
副
船
長
と
も
な
り
、
当
時
大
野
藩

の
新
進
思
想
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。

皿

「
作
物
」

①
裏
作
物
の
収
穫

　

麦
、
菜
種
、
玉
葱
、

馬
鈴
薯
な
ど
裏
作
物
の

収
穫
に
は
的
確
な
判
断

と
手
順
の
よ
い
作
業
が

必
要
で
あ
る
。
今
年
の
梅
雨
は

中
休
み
型
だ
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
、

そ
の
期
を
は
ず
さ
ず
、
一
般
に
成
育

が
遅
れ
て
い
る
か
ら
跡
田
の
田
植
は

特
に
よ
い
苗
を
作
っ
て
植
え
る
。

②
追
肥
、
中
耕
、
除
草
等
の
適
期

施
行
一
般
に
第
一
回
目
の
中
耕
除

草
が
遅
れ
勝
ち
で
あ
る
。
特
に
感
温

性
の
高
い
早
稲
は
、
田
植
後
二
週
間

目
頃
か
ら
作
業
に
着
手
し
て
早
出
来

さ
せ
る
よ
ら
努
め
、
幼
穂
形
成
期
ま

で
に
す
べ
て
の
作
業
の
終
る
よ
う
計

画
す
る
こ
と
が
肝
要
。
な
お
作
業
毎

に
追
肥
す
る
慣
行
は
厳
に
戒
し
め
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

【
病
虫
害
】

①
わ
ら
む
し
早
播
早
植
の
も
の

に
は
特
に
｝
化
期
め
い
虫
の
発
生
が

多
い
か
ら
。
ク
フ
チ
オ
ン
剤
、
E
P
N

剤
等
で
防
除
を
行
う
。
防
除
適
期
は

六
月
中
旬
、
下
旬
見
当
で
、
年
に
よ

っ
て
多
少
ず
れ
る
か
ら
そ
の
都
度
、

1
及
事
務
所
で
聞
く
こ
と
。

③
苗
代
消
毒
・
一
（
月
に
入
っ
て
植

え
る
頴
代
ぱ
い
も
ち
発
生
の
恐
れ
あ

る
か
ら
、
四
～
六
斗
式
ボ
ル
ド
ー
液

又
は
銅
水
銀
剤
を
散
布
す
る

③
馬
鈴
薯
の
疫
病
雨
が
多
く
、

や
や
低
温
に
経
過
す
る
と
発
生
が
多

く
な
る
。
例
年
中
旬
が
蔓
延
期
で
ふ

る
か
ら
薬
剤
散
布
は
上
。
中
旬
の
二

回
。
薬
剤
は
特
に
地
表
面
と
葉
裏
に

附
着
す
る
よ
う
に
す
る
。
四
～
六
L
斗

式
石
灰
ボ
ル
ド
ー
液
又
は
銅
製
剤

　

（
水
一
斗
に
一
五
匁
）
に
展
着
剤
か

加
用
し
て
反
当
八
斗
以
上
、
銅
粉
割

反
当
三
冠
以
上
。

【
畜
産
】

①
牛
馬
の
管
理
農
家
に
と
フ
て

は
今
月
は
家
畜
の
使
役
も
多
く
牛
馬

は
過
労
に
陥
り
易
い
か
ら
管
理
を
充

分
に
し
健
康
な
牛
馬
と
し
て
使
い
。

　

②
鶏
の
寄
生
虫
の
防
除
梅
雨
は

寄
生
虫
も
ま
た
発
生
し
易
い
か
ら
、

晴
天
の
日
は
努
め
て
開
放
し
乾
燥
す

る
と
共
に
、
梅
雨
に
は
い
る
前
に
一

応
日
を
選
ん
で
舎
内
の
消
毒
を
す
る

鶏
舎
及
び
附
鳥
器
具
の
消
毒
に
は
ク

レ
ゾ
ー
ル
石
け
ん
液
、
ク
レ
オ
ジ
ン

石
炭
酸
を
約
三
〇
～
五
〇
倍
に
う
す

め
て
用
い
る
。
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